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◆業況ＤＩ値（今期の状況）

業況
判断

前回
調査比

売上
前回

調査比
資金繰り

前回
調査比

仕入
単価

前回
調査比

経常
利益

前回
調査比

従業員数
前回

調査比

全 産 業 △ 16% △ 8% △ 11% 62% △ 23% △ 2%

製 造 業 △ 25% 0% △ 27% 75% △ 17% 0%

建 設 業 △ 17% △ 8% 0% 58% △ 33% 17%

小 売 業 △ 13% △ 22% △ 17% 57% △ 22% △ 5%

サ ー ビ ス 業 △ 13% 8% 0% 58% △ 15% △ 4%

◆産業別業況判断ＤＩ（前３期からの推移と来期見通し） ◆新規設備投資（今期実施・来期計画）

◆全産業ＤＩ項目別比較（前３期からの推移と来期見通し）

◆経営上の問題点

１位 20.8% 19.4% 18.2% 14.5%

２位 16.7% 12.9% 9.1% 13.0%

※ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目についての増加(好転)企業割合から
　減少(悪化)企業割合を差し引いた値を示す。
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業況は改善傾向にあるが、人材不足の影響が見られる。
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山口商工会議所では、管内中小企業98社を対象に景況調査を実施し、このほど令和7年4～6月実績と令和7年7～9月期見通しに

ついての調査結果(回答数75社、回答率76.5%)をとりまとめた。本調査は、3ヶ月毎に年4回行っている。

業況判断DIについて、前期と比べると業況判断、売上、資金繰り、経常利益の4項目で好転している。全産業で見ると、とりわけ売

上について▲30%から▲8%と、22ポイントの上昇が見られた。しかし、この度好転した4項目は以前としてマイナスで推移している。仕

入単価については、建設業においてのみ好転し、67%から58%のマイナスとなった。また従業員数について全産業で前期と比べてマイ

ナスとなっており、特に小売業で16%から▲5%と大幅に低下した。今期中に設備投資を実施した企業は全体の16％、来期設備投資を

実施予定の企業は18％であり、前回調査とあまり変化が見られない。

経営上の問題点については、製造業、建設業、小売業で需要の停滞が上位に入っており、業況が依然としてマイナスで推移してい

ることの要因の一つとして考えられる。また全産業で見て3期ぶりに従業員の確保難が上位に入り、従業員数については全産業DI項

目別比較で見ても徐々に低下していることから、昨今の人材不足の影響が見て取れる。
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【来期設備投資計画】

実施予定

実施しない

16%

84%

【今期設備投資】

実施した

実施して

いない


